
Title 細川幽斎家集の研究その二 : 衆妙集系統諸本について
Sub Title Hosokawa Yusai Kashu : On the various manuscripts of Shumyoshu
Author 土田, 将雄(Tsuchida, Masao)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1969

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.27, (1969. 3) ,p.110- 127 
JaLC DOI
Abstract
Notes 国語国文学・中国語中国文学特集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00270001-

0110

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


細
川
幽
斎
家
集

研

究

そ
の

の

ー
衆
妙
集
系
統
諸
本
に

ペ〉

し、

て
l
i

土

将

雄

田

さ
き
に
「
細
川
幽
斎
家
集
の
研
究

そ
の
ご
と
題
し
て
、
幽
斎
家
集
の
諸
伝
本
の
分
類
と
解
説
を
上
智
大
学
国
文
学
論
集
の
創
刊
号
に
発
表
し
た
。
こ
こ

で
は
前
稿
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
衆
妙
集
系
統
に
分
類
し
た
諸
本
に
つ
い
て
若
干
の
比
較
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
玄
旨
集
系
統
に
属
す
る
諸
本
の
研
究

は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
便
宜
を
考
え
て
、
衆
妙
集
系
統
の
分
類
表
を
次
に
再
録
し
て
お
く
。

衆
妙
集
系
統

第

類

イ

衆

集

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

妙

ロ

衆

愛
知
教
育
大
学
図
書
館
（
九
一
一
・
一
五
八
H

二
S

）

妙

集

ー
ー

細
川
幽
斎
詠
草

衆
妙

東
京
教
育
大
学
図
書
館
（
ル
・
二
一
六
・
一
三
ニ
）

大
阪
市
立
大
学
図
書
館
（
九
一
一
・
一
四
九HOS

) 

集

A
U
 



ホ
第
二
類

イロー
ーホJ、、ト

衆衆衆衆衆衆衆衆

妙

集

妙

集

妙

集

妙

集

妙

集

妙

集

妙

集

妙

集

藩
譜
便
覧
附
録
衆
妙
集

チヌ

細
川
幽
斎
玄
旨
翁
家
集

集

リノレヲ

衆玄
旨
法
印
家
集

衆

妙妙

集

藩
譜
便
覧
衆
妙
集

ワ
第
三
類

イロ

衆一
試
百
首
和
歌

衆

妙

集

妙

集

高
松
宮
家
（
三
O
六
）

熊
本
大
学
松
本
教
授
研
究
室

佐
賀
大
学
図
書
館
（
O
九
五
四
・
一
五
）

京
都
大
学
図
書
館
（
貴
四
・
二
三
・
シ
・
一
）

久
保
田
淳
氏
蔵

宮
内
庁
書
陵
部
（
五
O
一
・
六
八
五
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

永
青
文
庫
（
巳
二
六
l

二
十
）

永
青
文
庫
（
四
・
一
ニ
・
一
ノ
二
）

井
上
宗
雄
氏
蔵

彰
考
館
文
庫
（
巳
五
・
O
六
九
三
六
）

お
茶
の
水
図
書
館

永
青
文
庫
（
巳
二
六
l

一
九
）

永
青
文
庫
（
四
・
三
・
一
ノ
一
）

国
立
国
会
図
書
館
（
九
一
一
・
一
四
九

H
七
二
七
S

）

慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
（
八
八
・
二O
六
）

大
東
急
記
念
文
庫
（
四
二
・
二
六
・
三O
六
三
）



第
四
類

イ

衆

集

お
茶
の
水
図
書
館

妙

ロ

細
川
幽
斎
家
集

衆
妙

内
閣
文
庫
他

集

京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
（
向
・
二
ハ

a

）

内
閣
文
庫
（
二
O
一
・
六
一
七
）

九
州
大
学
図
書
館
（
萩
・
ホ
・
一
ニ
七
）

一一

集

ホ

衆
妙

細
川
幽
斎
家
集

衆
妙

志
呑
須
賀
文
庫

-
集

ト

幽
斎
家
集

東
京
教
育
大
学
図
書
館
（
ル
・
二
一
六
・
二
五
）

刈
谷
市
立
図
書
館
（
一
ニ
・
一
二
六
五
）

東
北
大
学
図
書
館
（
狩
四
・
一O
六
九
五
）

妙

集

チ

衆衆
妙眠

時
一
献
百
首
和
歌

〔
衆
妙
集
〕

家
蔵

リ

集

ヌ

静
嘉
堂
文
庫
（
五
一
二
・
二
三
・
二
二
四
一
一
一
）

ノレ

す
る
。

三
類
と
に
分
類
し
た
諸
本
に
つ
い
て
と
、
第
一
類
諸
本
と
第
二
類
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
と
で
あ
っ
た
。
以
下
次
の
項
目
に
わ
け
で
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に

衆
妙
集
系
統
に
属
す
る
諸
本
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
四
類
に
わ
か
つ
こ
と
に
し
た
。
分
類
に
あ
た
っ
て
、
特
に
配
慮
を
用
い
た
の
は
、
第
二
類
と
第

第
二
類
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て

松
本
本
と
他
類
諸
本
と
の
比
較
に
つ
い
て

東
大
本
と
の
比
較

国
会
図
書
館
本
と
の
比
較



お
茶
の
水
図
書
館
本
と
の
比
較

衆
妙
集
系
統
の
諸
本
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
、
第
一
類
お
よ
び
第
四
類
に
属
せ
し
め
た
諸
本
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
的
明
瞭
な
近
似
性
が
あ
っ
た

の
で
、
ま
ず
無
理
の
な
い
分
類
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
類
と
第
三
類
に
つ
い
て
は
、
今
に
至
る
も
若
干
の
危
倶
が
な
い
と
は
い
え
な

主
と
し
て
春
部
に
お
け
る
次
の
三
首
の
歌
の
配
列
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
第
二
類
の
二
二
本
の
う
ち

ぃ
。
分
類
の
際
に
基
準
と
し
て
着
目
し
た
の
は
、

四
本
は
、
同
類
中
の
他
の
諸
本
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

月
五
日
、
也
足
軒
興
行
銭
別
会
当
座
に
、
花
を

円
。

唱
E
L
n
y
 
n
4
 

n
4
 

n
u
d
 

円
Lnd
 
nu 
n
L
 

こ
れ
ら
三
首
の
歌
は
、
松
本
本
を
始
め
と
し
て
九
本
に
は
、
春
部
の
最
後
に
一
記
さ
れ
て
い
る
が
、
書
陵
部
本
（
五
O
一
・
六
八
五
）
で
は

そ
こ
と
し
も
し
ら
ぬ
野
山
の
桜
よ
り
花
こ
そ
花
の
し
ほ
り
な
り
け
れ

た
つ
ね
入
心
の
と
は
ふ
い
か
ふ
せ
ん
ま
た
み
ぬ
や
ま
の
花
も
あ
り
や
と

も
ろ
く
ち
る
老
の
な
み
た
に
く
ら
ふ
れ
は
猶
長
閑
な
る
花
の
朝
つ
ゆ

愚
亭
興
行
の
会
に
、
花
初
開

円ynu 
円
LAU
 

ワ
白

の
次
に
、
永
青
文
庫
蔵
の
二
本
（
巳
二
六l

一
九
、
四
・
三
・
一
ノ
一
）
で
は
、
第
四
類
と
同
じ
く

か
っ
さ
け
る
花
を
し
思
ふ
心
よ
り
き
の
ふ
は
し
ら
ぬ
や
ま
か
せ
そ
吹

心
あ
る
人
に
ま
た
れ
て
咲
は
な
の
我
を
は
よ
そ
に
み
む
も
は
つ
か
し

月
十
七
日
、
宇
治
に
ま
か
り
で
旅
ね
し
侍
け
る
暁
月
に
郭
公
の
帰
を
聞
て

286 

里
の
名
を
月
に
そ
か
こ
つ
郭
公
は
る
の
よ
ふ
か
き
空
に
一
暗
な
り



の
次
に
－
記
さ
れ
て
い
る
。
彰
考
館
文
庫
本
（
巳
五
・O
六
九
三
六
）
で
は
、
春
部
の
最
後
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
九
二
・
二
九
一
・
二
九
三
の
順
序
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
歌
の
配
列
箇
所
を
主
と
し
て
考
え
て
第
二
類
の
分
類
を
こ
こ
ろ
み
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
四
本
に
つ
い
て
は
例
外
を
認
め
る
こ

と
に
し
、
そ
れ
よ
り
は
全
体
的
な
歌
の
配
列
を
む
し
ろ
考
慮
し
て
、
第
二
類
に
組
入
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
衆
妙
集
系
統
第
二
類
に
お
い
て
は
、
多
少
な

り
と
も
寄
合
世
帯
的
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
分
類
を
試
み
る
際
の
難
題
で
あ
っ
た
し
、
分
類
を
し
た
結
果
に
お
い
て
は
難
点
と
な

っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
他
方
第
二
類
中
の
善
本
で
あ
る
松
本
本
を
祖
本
と
し
て
、
伝
写
の
際
に
多
少
の
変
化
が
加
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
幽
斎
家
集

の
伝
写
上
の
特
質
を
、
こ
の
第
二
類
中
の
諸
本
に
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
以
下
第
二
類
に
属
す
る
二
二
本
に
つ
い
て
二
九
一
・
二

九
二
・
二
九
三
の
歌
の
配
列
箇
所
の
異
同
以
外
に
み
ら
れ
る
相
違
点
を
い
く
つ
か
－
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

松
本
本
に
お
け
る
次
の
二
首
の
歌
は
題
と
歌
の
内
容
と
が
そ
ぐ
わ
ず
、
問
題
で
あ
る
。

2 

雪
中
聞
鴬

-114ー

164 

朝
ま
た
き
霧
吹
は
ら
ふ
谷
風
に
先
う
ち
出
る
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

谷
鴬

F
b
 
F
0
 

4,
A も

っ
と
も
一
六
四
の
歌
と
一
六
五
の
歌
の
題
と
は
見
せ
け
ち
に
な
っ
て
お
り
、
雪
中
間
鴬
の
題
は
一
六
五
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。
ま
た
松

鴬
の
梅
の
花
か
け
さ
さ
き
て
も
雪
の
ふ
ふ
き
に
ぬ
れ
て
晴
也

本
本
を
忠
実
に
模
写
し
た
と
み
ら
れ
る
佐
賀
大
学
本
は
、
配
列
順
序
に
つ
い
て
も
見
せ
け
ち
に
つ
い
て
も
松
本
本
と
同
様
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
第
二
類
中

の
他
の
本
は
す
べ
て
一
六
一
二
・
二
ハ
五
・
二
ハ
四
・
一
六
六
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
順
序
の
ほ
う
が
正
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
六
四
の
歌
は
詠
百

首
和
歌
に
お
け
る
三
首
目
の
歌
と
同
じ
で
あ
り
、
衆
妙
集
系
統
第
一
類
の
如
く
省
い
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
第
二
類
で
は
省
か
ず
に
、
そ
の
ま

ま
記
し
て
あ
る
。
松
本
本
を
底
本
と
し
た
諸
本
で
は
、
こ
の
二
首
に
つ
い
て
は
訂
正
の
上
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

3 

松
本
本
に
お
い
て



た
き
の
う
へ
の
花

m
滝
波
の
お
っ
と
は
み
え
て
お
と
せ
ぬ
や
は
な
に
ま
さ
れ
る
み
か
さ
な
る
ら
む

の
歌
は
、
二
三
九
の
歌
の
題
の
下
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
松
本
本
に
忠
実
な
佐
賀
大
学
本
を
始
め
と
し
て
、
京
都
大
学
本
、
佐
賀
大
学
本
、

久
保
田
本
、
書
陵
部
本
、
井
上
本
、
彰
考
館
文
庫
本
で
は
二
三
八
の
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
第
二
類
の
諸
本
で
は
小
書
き
で
な
く
、
二
三
七
の
歌
の
次

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

4 

第
二
類
に
お
け
る
諸
本
の
中
で
、
三
八
四
・
コ
一
八
五
の
歌
の
配
列
箇
所
に
相
異
が
み
ら
れ
る
。
三
八
三
の
歌
も
同
じ
題
詞
の
も
と
に
あ
る
歌
な
の
で
、

ま
と
め
て
こ
れ
ら
の
歌
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

播
州
御
陣
の
時
所
々
見
物
の
次
に
、
明
石
の
う
ら
に
て
夜
の
更
る
ま
で
月
を
み
て

no 
no 
no 

a
A官no 
no 
F
b
 
oo 
no 

三
八
四
・
三
八
五
の
歌
の
肩
に
「
春
部
ニ
可
入
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
陵
部
本
で
は
省
い
た
ま
ま
に
し
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
本
、
永
青

明
石
か
た
か
た
ふ
く
月
も
行
舟
も
あ
か
ぬ
な
か
め
に
嶋
か
く
れ
つ
L

春
部
ニ
可
入

う
ら
み
し
な
花
の
心
も
待
と
た
に
し
ら
は
日
数
の
う
つ
り
行
と
も

岡淡
雪
の
消
に
し
跡
は
七
種
の
か
け
の
ふ
露
に
袖
や
ぬ
れ
け
ん

-115 ー

文
庫
本
（
巳
二
六
｜
二
十
）
で
は
春
部
に
編
入
し
、
永
青
文
庫
本
（
四
・
三
・
一
ノ
一
一
）
で
は
三
八
四
の
み
を
春
部
に
入
れ
て
、
三
八
五
は
省
い
た
。
い
ず
れ

も
三
八
四
・
三
八
五
の
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
配
列
箇
所
に
考
慮
を
払
っ
て
い
る
点
で
は
、
衆
妙
集
系
統
第
一
類
の
愛
知
教
育
大
学
本
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
相
異
点
の
ほ
か
に
、
永
青
文
庫
本
（
四
・
三
・
一
ノ
一
己
、彰
考
館
文
庫
本
、
永
青
文
庫
本
（
四
・
三
・
一
ノ
一
）
お
よ
び
井
上
本
で
は
、
五
一

一
の
歌
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
重
複
歌
と
し
て
省
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
類
に
属
す
る
諸
本
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
相
異
点
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
大
凡
共
通
し
た
歌
の
配
列
順
序
を
な
し
て
い
る
。
総
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、

書
写
の
過
程
に
お
い
て
、
筆
者
の
考
え
に
よ
り
多
少
の
手
直
し
を
施
し
た
点
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
類
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。



次
に
衆
妙
集
系
統
に
属
す
る
四
類
を
比
較
す
る
試
み
と
し
て
、
第
二
類
の
代
表
と
し
て
の
松
本
本
と
、
他
の
第
一
、
第
三
、
第
四
類
の
代
表
と
し
て
の
東
大

本
、
国
会
図
書
館
本
、
お
茶
の
水
図
書
館
本
と
を
比
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

松
本
本
と
東
大
本

既
論
文
に
お
い
て
両
者
の
相
異
点
六
お
よ
び
歌
の
増
減
に
つ
い
て
一
記
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
よ
り
精
細
に
考
察
し
て
み
た
い
。

1 

ま
ず
一
七
五
・
一
七
六
・
一
七
七
・
一
七
八
の
歌
の
配
列
順
序
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
二
本
の
相
異
を
題
に
よ
っ
て
示
し
て
み
る
と
次
の
如
く
に
な

る
0 

松
本
本

178 177 176 175 

余
索
、
霜

露
暖
梅
開

若
木
梅

夜
梅

梅
花
の
題
で
よ
ま
れ
た
最
初
の
歌
が
い
れ
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
歌
の
内
容
を
考
え
る
と
松
本
本
の
ほ
う
が
季
節
の
推
移
を
お
っ
て
無
理
が
な

東
大
本

178 176 177 175 

余
寒
霜

若
木
梅

露
暖
梅
開

夜
梅

露
暖
梅
開

く
、
自
然
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

176 

梅
か
え
も
あ
ふ
ひ
の
草
の
ゆ
か
り
と
や
日
影
に
む
か
ふ
露
よ
り
そ
咲

p
h
U
 



若
木
梅

間
い
か
に
し
て
昔
の
か
に
は
に
ほ
ふ
ら
ん
う
へ
し
若
木
の
む
め
の
初
は
な

一
七
五
の
霜
を
よ
ん
だ
歌
か
ら
、
「
露
よ
り
そ
咲
」
と
一
七
六
の
歌
に
よ
っ
て
情
景
が
移
り
、
つ
づ
い
て
一
七
七
の
歌
の
「
う
へ
し
若
木
の
む
め
の
初
は
な
」

と
咲
い
た
梅
花
に
じ
っ
と
目
が
注
が
れ
、
技
巧
の
上
か
ら
も
、
体
言
止
に
し
て
既
に
咲
い
て
い
る
梅
花
を
印
象
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

梅
花
の
題
で
つ
づ
い
て
い
る
一
八
一
以
下
に
も
相
異
が
あ
る
。
前
項
に
し
た
が
っ
て
題
の
み
を
示
す
と
、

と
な 188 187 186 185 184 183 182 181 180 
》つ

て

る
'/J~ 

梅
花

℃〉

て
の

題
詠
歌
tま

れ
で

ま
ず
終
わ
り

ペ〉

ペコ
し、

て
の
梅
花
の
歌

首
』ま

贈
答
歌
で
あ
る
。

本
の
相
異
占

は

八．
/\ 

と

2 

松
本
本

梅
花
久
芳

同梅
花
久
薫

軒
梅

梅
有
佳
色

同多
年
翫
梅

お
な
し
心
を

同

東
大
本

185 184 183 182 187 186 181 180 

梅
花
久
芳

同多
年
翫
梅
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同
し
心
を

梅
花
久
薫

軒
梅

梅
有
佳
色

同

一
八
七
の
ニ
首
の
歌
の
配
列
箇
所
に
つ
い
て
と
一
八
八
の
歌
の
有
無
で
あ
る
。

186 

同
廿
年
正
月
十
二
日
、
龍
野
侍
従
に
て
有
し
会
に
、
多
年
翫
梅

散
も
の
与
さ
り
と
て
た
え
ぬ
な
か
め
哉
春
い
く
か
へ
り
さ
く
や
こ
の
は
な



同
正
月
十
三
日
、
月
次
会
始
に
、
お
な
し
心
を

円40
0
 

n
6
 

n
6
 

t
E
4
 

今
こ
こ
ろ
み
に
こ
れ
ら
三
首
の
歌
に
つ
い
て
、
玄
旨
集
系
統
の
第
三
、
第
四
、
第
五
類
諸
本
に
お
け
る
代
表
的
な
も
の
を
調
べ
て
み
る
と
、
第
三
類
の
幽
斎

う
へ
を
き
し
一
樹
こ
と
に
と
身
を
分
て
春
い
く
か
へ
り
な
か
め
し
つ
ら
ん

た
の
み
き
ぬ
松
も
昔
の
と
は
か
り
に
春
さ
く
梅
を
知
人
に
し
て

歌
集
で
は
、
一
八
六
・
一
八
九
・
一
九0
・
一
八
七
・
一
八
八
と
な
っ
て
お
り
、
第
四
類
の
詠
百
首
和
歌
（
高
松
宮
家
蔵
）
で
は
、一
八
六
・
一
八
七
・
一
八

八
と
つ
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
五
類
の
細
川
玄
旨
法
印
歌
集
（
京
都
大
学
研
究
室
蔵
）
で
は
、

な
っ
て
お
り
、
配
列
順
序
も
一
八
八
の
類
の
脱
落
も
東
大
本
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
松
本
本
で
は
京
大
本
、
東
大
本
に
脱
落
し
て
い
る
一
八
八
の
歌
を

一
八
0
・
一
八
一
・
一
八
六
・
一
八
七
・
一
八
二
と

再
録
す
る
と
と
も
に
、
一
八
六
・
一
八
七
・
一
八
八
を
一
八
五
の
後
に
移
動
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
梅
花
久
芳
と
梅
花
久
薫
と
を
な

ら
べ
、
多
年
翫
梅
の
歌
を
後
に
ま
わ
し
て
、
多
分
に
追
憶
的
な
内
容
を
も
っ
こ
れ
ら
三
首
の
歌
を
題
詠
歌
の
最
後
に
お
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

正
月
十
二
日
、
会
始
に
、
年
内
立
春
を

。
。

に
し
て
前
項
の
移
動
と
と
も
に
梅
花
の
題
詠
歌
二
二
首
は
首
尾
を
整
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
幽
斎
歌
集
に
－
記
さ
れ
た
一
八
七
・
一
八
八
の
歌
の
題
は

と
あ
り
、
第
四
類
の
詠
百
首
和
歌
で
は

正
月
十
三
日
、
月
次
会
始
に

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
歌
の
内
容
を
考
え
る
と
き
、
一
八
六
の
歌
の
題
多
年
翫
梅
を
う
け
て

同
正
月
十
三
日
、
月
次
会
始
に
、
お
な
し
心
を

と
し
て
あ
る
松
本
本
、
東
大
本
、
京
大
本
は
、
若
干
恐
意
に
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
八
七
・
一
八
八
の
歌
を
題
詠
歌
の
最

後
に
お
く
こ
と
は
至
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

3 

次
に
春
月
の
題
、
詠
歌
の
相
異
を
記
し
て
お
こ
う
。



松
本
本

200 199 198 197 196 195 194 

春
月

同春
暁
月

月
流
春
夜
短

遠
山
春
月

同名
所
春
月

東
大
本

200 197 199 198 196 195 194 

春
月

同春
暁
月

遠
山
春
月

同月
流
春
夜
短

名
所
春
月

東
大
本
に
お
い
て
一
九
七
の
歌
は
一
九
八
・
一
九
九
の
歌
の
次
に
お
か
れ
て
い
る
。
一
九
八
・
一
九
九
の
題
詞
に
は
二
月
十
六
日
、
一
九
七
の
題
詞
に
は
二

月
二
十
五
日
と
日
付
が
あ
り
、
配
列
宜
し
き
を
得
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
松
本
本
に
は
二
月
十
六
日
の
か
わ
り
に
同
十
六
日
と
あ
る
の
で
、
日
付
は
前

後
い
れ
か
わ
っ
て
い
る
が
、
同
じ
年
の
作
歌
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

玄
旨
集
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
玄
旨
様
御
菩
で
は
天
正
十
七
年
の
項
に
一
九
九
・
一
九
八
の
歌
、
文
禄
二
年
の
項
に
一
九
七
の
歌
が
の
せ

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
詞
の
日
付
は
、
十
六
日
夜
お
よ
び
二
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
幽
斎
歌
集
で
は
、

．
一
九
八
・
二0
0

・
一
九
七
の
順
に
配
列
さ
れ
、
日
付
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
・
一
九
八
は
二
月
十
六
日
、
一
九
七
は
二
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
詠
百
首
和

一
九
四
・
一
九
五
・
一
九
九
・
一
九
八
・
二0
0

・
一
九
七
の
順
で
、
一
九
六
が
脱
落
し
て
い
る
が
、
日
付
が
一
九
九
・
一
九
八
に
は
な
く
、

七
に
は
二
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
細
川
玄
旨
法
印
歌
集
で
は
東
大
本
と
同
じ
順
序
で
あ
る
が
、

二
月
二
十
五
日
と
し
て
あ
る
点
で
は
詠
百
首
和
歌
と
同
じ
で
あ
る
。

歌
で
は
、

一
九
四
・
一
九
五
・
一
九
六
・
一
九
九九

一
九
八
・
一
九
九
の
題
詞
に
日
付
が
な
く
、一
九
七
に

こ
の
よ
う
に
玄
旨
集
系
統
諸
本
か
ら
衆
妙
集
系
統
諸
本
へ
と
、
歌
の
配
列
順
序
の
推
移
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
松
本
本
に
至
っ
て
遂
に
同
年
同
月
の
も

の
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
え
て
二
月
二
十
五
日
の
歌
を
二
月
十
六
日
の
歌
の
前
に
配
列
し
た
こ
と
は
、
編



者
に
そ
れ
な
り
の
し
か
る
べ
き
一
つ
の
配
列
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
近
景
か
ら
遠
景
へ
と
い
う
主

題
の
移
向
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
九
七
・
一
九
八
・
一
九
九
の
歌
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

司tnu 
no 
n
H
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雲
の
浪
に
と
ま
る
せ
な
し
と
行
月
の
舟
な
か
し
た
る
さ
よ
の
春
風

か
さ
な
れ
る
山
の
は
み
せ
て
夕
暮
の
か
す
み
の
奥
に
月
や
出
ら
ん

吹
か
せ
も
及
は
ぬ
山
の
タ
霞
月
の
光
や
先
は
ら
ふ
ら
む

と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
川
に
浮
か
ぶ
舟
に
擬
し
た
月
の
叙
景
か
ら
、
遠
く
山
の
端
に
か
か
る
月
へ
と
趣
を
う
つ
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。次

は
二
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
三
首
の
歌
に
つ
い
て
の
相
異
点
で
あ
る
が
、
松
本
本
の
属
す
る
第
二
類
の
諸
本
に
は
相
当
の
異
同
が
あ
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
。
松
本
本
に
お
い
て
二
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
歌
が
春
部
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
三
首
の
歌
が
当
然
こ
こ
に
お
か
れ
る
べ
き
も

4 
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の
と
し
て
考
慮
し
た
結
果
と
は
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
、
い
ず
れ
し
か
る
べ
き
位
置
に
お
か
れ
る
も
の
と
し

て
、
こ
こ
に
写
し
と
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
こ
で
は
東
大
本
に
つ
い
て
の
み
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

東
大
本

224 293 292 291 803 802 223 

い
と
ふ
な
を
老
木
の
は
な
そ
を
し
ほ
山
今
も
小
松
の
色
と
み
る
に
も

ふ
る
雨
に
草
の
み
と
り
の
色
そ
ひ
て
梅
は
き
の
ふ
の
庭
の
春
風

は
な
さ
け
は
老
木
わ
か
木
の
若
緑
分
ぬ
を
春
の
思
出
に
し
て

そ
こ
と
し
も
し
ら
ぬ
野
山
の
桜
よ
り
花
こ
そ
花
の
し
ほ
り
な
り
け
れ

尋
ね
入
心
の
と
は
ふ
い
か
ふ
せ
ん
ま
た
み
ぬ
山
の
花
も
有
や
と

も
ろ
く
ち
る
老
の
涙
に
く
ら
ふ
れ
は
猶
の
と
か
な
る
花
の
朝
露

山
桜
さ
き
ち
る
程
は
来
ぬ
人
の
花
に
そ
た
え
ぬ
あ
を
つ
ふ
ら
お
り



ま
ず
八
O
二
・
八
O
三
の
歌
は
、
玄
旨
集
系
統
各
類
の
諸
本
と
衆
妙
集
系
統
第
一
類
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
衆
妙
集
系
統
第
三
、
第
四
、

第
五
類
諸
本
で
は
除
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
至
極
当
然
で
、
八
O
三
の
歌
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
八
O
二
の
歌
は
梅
の
花
の
歌
で
あ
る
か
ら
桜
の
花
の
歌
の

中
に
配
列
さ
れ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
幽
斎
歌
集
（
第
三
類
）
、
詠
百
首
和
歌
（
第
四
類
）
お
よ
び
細
川
玄
旨
法
印
歌
集
（
第
五
類
）
で
は
、
花
に
ま
つ
わ
る

題
詠
歌
の
最
初
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
東
大
本
で
は
二
二
三
の
歌
の
後
で
、
花
の
題
詠
歌
の
次
に
配
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
所
を
得
な
く
て
松
本

本
に
至
り
、
除
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
二
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
題
詞
に

三
月
五
日
、
也
足
軒
興
行
儀
別
当
座
に
、
花
を

と
し
て
あ
る
。
幽
斎
御
和
歌
集
お
よ
び
玄
旨
様
御
寄
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
三
首
の
歌
は
天
正
二
十
年
の
項
に
見
出
だ
さ
れ
、
こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
四
月
に
幽
斎

が
秀
吉
に
随
っ
て
九
州
征
伐
に
赴
い
て
い
る
の
で
、
也
足
軒
中
院
通
勝
が
銭
別
の
興
行
を
催
し
た
こ
と
も
肯
け
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
首
の
歌
の
配
列
位
置
に
つ
い
て
は
、
第
二
類
の
諸
本
に
お
い
て
も
種
々
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
類
で
は
一
応
題
詠
歌
の
後
、
詞
書
の

-121-

あ
る
歌
の
初
め
に
位
置
し
て
い
る
。
銭
別
の
歌
が
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
あ
る
の
は
問
題
で
あ
る
か
ら
、
松
本
本
の
編
集
の
際
に
一
ま
ず
春
部
の
最
後
に
お
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
考
を
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

5 

松
本
本
に
お
い
て
二
三
八
の
歌
が
二
三
九
の
歌
の
題
の
下
に
小
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
東
大
本
で
は
二
四
六
の
歌
と
二
四
七
の
歌
の
題
の

聞
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。
二
コ
二
ハ
よ
り
二
五
こ
ま
で
の
歌
は
、
題
詞
に

文
禄
三
年
二
月
廿
九
日
、
関
白
殿
吉
野
の
花
御
覧
の
と
き
、
人
々
五
首
の
寄
っ
か
う
ま
つ
り
け
る
に

お
な
し
時
に
、
人
々
に
か
は
り
て
よ
め
る
寄
の
中
に

と
あ
る
よ
う
に

は
な
の
ね
か
ひ

は
な
を
ち
ら
さ
ぬ
か
せ



た
き
の
う
へ
の
花

神
の
ま
へ
の
花

は
な
の
い
は
ひ

と
題
し
て
、
幽
斎
が
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
幽
斎
公
御
和
歌
集
で
は
文
禄
三
年
の
項
に
な
く
て
、
文
禄
二
年
の
冬
の
題
の
次
に
掲
げ
て
あ
る
が
、
玄
旨
様
御
菩

で
は
文
禄
三
年
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
し
、
二
四
一
・
二
五
0
・
二
五
一
の
歌
は
、
武
州
大
納
言
般
作
代
、
二
四
二
・
二
四
三
・
二
四
四
・
二
四
五
・
二
四
八

の
歌
は
和
州
中
納
言
殴
作
代
、
二
四
六
・
二
四
七
の
歌
は
常
真
御
作
代
、
二
四
九
の
歌
は
筑
州
作
代
、
二
五
二
の
歌
は
伊
達
越
州
作
代
と
し
て
あ
る
。
東
大
本

に
二
三
八
の
歌
を
二
四
六
の
歌
の
次
に
小
さ
く
書
き
入
れ
た
の
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
東
大
本
の
書
入
れ
は
雅
章
の
書
体
に
似
て
い

る
が
、
松
本
本
の
書
入
れ
は
書
体
に
相
異
が
あ
り
、
ま
た
松
本
本
の
模
写
と
み
ら
れ
る
佐
賀
大
本
に
は
、
こ
の
書
入
れ
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
松
本

本
に
も
こ
の
歌
は
も
と
も
と
脱
落
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

6 

以
上
ま
で
は
春
部
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
夏
部
、
秋
部
、
冬
部
、
恋
部
に
は
歌
の
配
列
順
序
に
相
異
は
な
い
。
雑
部
上
に
い
た
っ
て
再
び
相
異
点
を
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見
出
だ
す
の
で
あ
る
。

松
本
本

574 573 572 571 570 569 568 

田
家

同古
寺
鐘

遊
女

同思
往
事

披
書
知
音

東
大
本

579 573 570 575 574 569 568 

田
家

同披
書
知
音

同古
寺
鐘

思
往
事

社
頭
祝



然
と題 581 580 579 578 577 576 575 
しの
て配
い列
る tこ
のよ
でつ
あて
るも
。わ

松か 581 580 578 577 576 572 571 
本る
本よ
はう
東に
大
本松
よ本
り本
さで
らは
に田
工家
夫と
を古
こ寺
ら鐘
し、

た思
も往
の事
とと
い披
う書
こ知
が音
で、

きそ
よし
うて
。社

頭
柳
以
下
祝
の
歌
カミ
そ
ろ
ザコ

て
お
り

よ
り
整

同社
頭
柳

同社
頭
祈
君

社
頭
祝

祝同

遊
女

同社
頭
柳

同社
頭
祈
君

祝同

以
上
で
松
本
本
と
東
大
本
と
に
お
け
る
六
の
相
異
点
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
限
り
で
は
、
松
本-123 ー

本
の
ほ
う
が
東
大
本
よ
り
も
一
段
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、
松
本
本
は
東
大
本
の
あ
と
に
編
集
さ
れ
、
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特

に
松
本
本
に
な
く
て
、
東
大
本
に
あ
る
八
O
二
・
八
O
三
・
八
O
四
・
八
O
五
・
八
一
一
・
八
一
三
・
八
一
四
の
歌
は
玄
旨
集
系
統
の
諸
本
に
は
あ
る
が
、
衆

妙
集
系
統
で
は
松
本
本
の
属
す
る
第
二
類
を
初
め
と
し
て
、
第
三
類
、
第
四
類
の
諸
本
に
は
い
ず
れ
も
省
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
本
は
他
の
第
一
類
諸

本
と
と
も
に
衆
妙
集
系
統
諸
本
中
で
は
、
玄
旨
集
系
統
に
よ
り
近
く
、
第
二
類
、
第
三
類
、
第
四
類
諸
本
と
は
明
確
な
区
別
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ

次
に
述
べ
る
相
異
点
は
、
松
本
本
が
東
大
本
の
後
に
編
集
さ
れ
た
と
い
う
考
え
を
お
し
す
す
め
る
上
に
、
多
少
の
論
議
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

東
大
本
で
は
欠
け
て
い
る
。
（
そ
の
ほ
か
一
八
八
の

松
本
本
に
お
い
て
見
せ
け
ち
に
な
っ
て
い
る
一
六
四
・
三
九
二
・
四
一
八
・
五
四
二
の
四
首
の
歌
が
、

歌
も
脱
落
し
て
い
る
が
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
前
に
記
し
た
。
ま
た
五
一
一
の
歌
は
松
本
本
、
東
大
本
と
も
に
重
複
し
て
い
る
が
、
松
本
本
の
ほ
う
は
見
せ
け

四
O
O
の
歌
と
五
四
二
の
歌
も
重
複
歌
で
あ
る
が
、
松
本
本
、
東
大
本
と
も
に
そ
の
ま
ま
の
せ
て
あ

る
。
）
常
識
的
に
い
え
ば
、

ち
に
な
っ
て
い
る
が
、
東
大
本
で
は
な
っ
て
い
な
い
。

見
せ
け
ち
に
な
っ
て
い
る
歌
は
再
編
集
す
る
際
省
く
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、東
大
本
は
松
本
本
を
再
編
集
し
た
も
の



と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
松
本
本
が
東
大
本
の
あ
と
に
再
選
さ
れ
た
と
す
る
と
、
四
首
の
歌
を
補
っ
て
見
せ
け
ち
に
し
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
、
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
個
々
の
歌
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
六
四
の
歌
は
三
の
歌
と
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
前
に
一
記
し
た
よ
う
に
松
本
本
お
よ
び
そ
の
模
写
本
の
み
は
配
列
順
序
が
例
外
的
で
あ
る
。
東
大
本
に

欠
け
て
い
る
の
を
補
お
う
と
し
て
、
所
を
誤
っ
た
と
考
え
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
類
の
他
の
諸
本
で
は
、
書
写
の
際
に
こ
れ
を
訂
正
し
た
わ
け
で
あ

る
。
三
九
二
の
歌
は
詠
二
十
首
和
歌
の
中
の
一O
九
と
重
複
し
て
の
せ
ら
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
。
玄
旨
集
系
統
第
四
類
の
詠
百
首
和
歌
に
は
あ
る
が
、
第
四
類

の
諸
本
す
べ
て
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
四
一
八
の
歌
は
詠
百
首
和
歌
の
中
の
五
九
の
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
玄
旨
集
系
統
第
四
類
に
属
す
る
詠
百

首
和
歌
、
同
第
五
類
に
属
す
る
細
川
玄
旨
法
印
歌
集
で
は
東
大
本
と
同
じ
く
除
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
第
三
類
の
幽
斎
歌
集
に
は
の
せ
ら
れ
で
あ
っ
て
、
あ
る

い
は
松
本
本
の
編
集
の
際
組
入
れ
ら
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
五
四
二
の
歌
は
詠
百
首
和
歌
の
中
の
九
二
の
歌
と
同
様
に
詠
百
首
和
歌
、
細
川
玄
旨
法
印
歌
集
に

は
な
い
が
、
幽
斎
歌
集
に
は
あ
る
歌
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
四
首
と
も
詠
百
首
和
歌
ま
た
は
詠
二
十
首
和
歌
中
の
歌
と
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
松
本
本
に
こ
れ
ら
を
の
せ
て
、
し
か
も
見
せ
け
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ち
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
松
本
本
の
編
集
の
際
、
東
大
本
の
み
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
同
時
に
玄
旨
集
系
統
の
諸
本
を
も
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
者

を
あ
わ
せ
て
配
列
順
序
を
し
か
る
べ
く
考
慮
し
、
そ
の
上
で
東
大
本
に
よ
っ
て
脱
落
し
て
い
る
も
の
に
は
見
せ
け
ち
を
施
し
、
重
複
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
推
論
が
あ
る
い
は
松
本
本
を
東
大
本
の
あ
と
に
編
集
し
た
も
の
と
み
て
の
牽
強
附
会
で
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
こ

の
点
の
み
が
問
題
と
な
る
だ
け
で
、
他
の
相
異
点
は
す
べ
て
東
大
本
の
次
に
松
本
本
が
編
集
さ
れ
た
証
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ
え
て
こ
の
よ
う

な
推
論
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
。

松
本
本
と
国
会
図
書
館
本

国
会
図
書
館
本
衆
妙
集
（
九
一
一
・
一
四
九
・H
七
二
七
S

）
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
表
し
た
拙
稿
に
お
い
て
比
較
的
精
細
に
述
べ
て
お
い
た
。
錯
簡
の
部

分
を
正
す
な
ら
ば
、
衆
妙
集
系
統
第
二
類
の
諸
本
と
き
わ
め
て
近
い
配
列
順
序
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
本
本
と
の
相
異
も
、一
六
四
の
歌
に
つ
い
て
は

松
本
本
と
そ
の
模
写
本
と
の
み
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
点
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
類
の
他
の
諸
本
と
は
相
異
す
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
国
会
図
書
館



本
に
お
け
る
五
O
三
・
五
O
四
の
歌
の
脱
落
は
、
こ
の
本
の
み
に
あ
っ
て
他
の
諸
本
に
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
松
本
本
と
国
会
図
書
館
本
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第

二
類
、
第
三
類
の
代
表
と
し
て
比
較
す
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
省
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
国
会
図
書
館
本
に
二
三
八
・
五
一
一
の
歌
が
欠
け
て
い

る
こ
と
は
、
第
二
類
の
諸
本
の
中
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
第
二
類
と
第
三
類
と
の
諸
本
の
差
を
決
定
づ
け
る
こ
と
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
国
会
図
書
館
本
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
本
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
衆
妙
集
を
も
っ
て
第
三
類
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
若
干
の
た
め
ら
い
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
い
て
こ
の
分
類
を
し
た
理
由
は
、
主
と
し
て
ニ
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
歌
の
配
列
箇
所
に
よ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌

は
第
三
類
の
諸
本
に
お
い
て
二O
八
の
次
、
す
な
わ
ち
花
の
歌
の
最
初
に
お
か
れ
て
い
て
、
配
列
の
意
図
は
よ
り
明
瞭
で
あ
り
、
第
二
類
と
は
お
の
ず
と
そ
の

区
別
が
明
ら
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
位
置
を
松
本
本
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
如
く
に
な
る
。
今
繁
を
避
け
て
大
凡
の
題
の
み
を
も
っ

で
し
ょ
う
。

春
部

立
春
・
元
日
・
初
春

一
二
二l

一
五
二
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早
春
鴬

一
五
三

春
風
解
氷

一
五
四

朝
霞

一
五
五l

一
六

鴬

一
六
四l

一
六
六

若
菜

一
六
七
ー
一
七

残
雪
・
霜

一
七
ニ
ー
一
七
五

梅
花

一
七
六l

一
九

柳

一
九
二l

一
九
三

春
月

一
九
四l
二
0
0



春
曙

二
O
一
｜
二
O
二

春
流
飲
馬

二
O
三

春
雁
離
々

二
O
四

岡
春
雑

二
O
五

雲
雀

二
O
六
｜
ニ
O
八

花

ニ
O
九
l

二
八
O

雨
後
苗
代

二
八

藤

二
八
二
l

二
八
五

郭
刀、
ι』

二
八
六
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暮
春
鴬

二
八
七
l

二
八
八

三
月
尽

二
八
九
l

二
九
O

花

二
九
一
l

ニ
九
三

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
二
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
歌
は
、
最
後
に
あ
る
べ
き
で
は
な
く
、
い
ず
れ
は
ど
こ
か
へ
挿
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

る
。
衆
妙
集
系
統
第
一
類
で
は
二
二
四
の
歌
の
前
に
お
き
、
第
四
類
で
は
二
八
六
の
歌
の
次
に
お
か
れ
て
あ
る
。
第
二
類
の
中
で
も
、
書
陵
部
本
で
は
二
一
一

の
歌
の
前
に
、
永
青
文
庫
蔵
本
の
う
ち
の
二
本
は
第
四
類
と
同
じ
く
、
二
八
七
の
歌
の
前
に
お
い
て
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
類

諸
本
は
大
体
に
お
い
て
未
だ
配
列
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
ま
ま
に
書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
国
会
図
書
館
本
に
お
い
て
二
九
一
・
二
九
二
・
二
九
三
の
歌
は
、一
応
工
夫
の
上
配
列
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
の
点
で
は
第
二
類

諸
本
と
き
わ
め
て
似
て
い
る
が
、
あ
え
て
第
三
類
と
し
て
分
類
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
弥
富
浜
雄
の
識
語
に
よ
っ
て
細
川
行
孝
卿
自
筆
本
と
い
う
な
ら



ば
、
由
緒
あ
る
も
の
と
し
て
、一
分
類
項
目
を
た
て
う
る
理
由
も
可
能
と
み
た
の
で
あ
る
。

松
本
本
と
お
茶
の
水
図
書
館
本

お
茶
の
水
図
書
館
本
は
刊
本
を
始
め
と
す
る
流
布
本
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
松
本
本
と
比
べ
て
み
る
と
八
首
少
な
く
、
刊
本
は
さ
ら
に
九
首
、
あ
わ
せ

て
一
七
首
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
は
、
既
論
文
に
お
い
て
述
べ
て
お
い
た
が
、
歌
番
号
の
み
を
再
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
四
・
一
五
ニ
・
＝
ハ
四
・
二
四
二
・
二
七
一
・
三
0
0

・
三
三
三
・
三
七
回
・
三
八
四
・
三
八
五
・
三
九
ニ
・
三
九
八
・
四
一
八
・
四
一
二
・
四
五
六
・

五
一
一
・
五
四
二
（
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
お
茶
の
水
図
書
館
本
に
は
残
さ
れ
て
い
る
歌
の
番
号
で
あ
る
）

省
か
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
重
複
し
て
い
る
歌
で
あ
る
と
か
（
一
六
回
・
三
九
ニ
・
四
一
八
・
五
一
一
・
五
四
二
）
、
行
間
に
書
入
れ
ら
れ
た
歌
で
あ
る

と
か
（
三
四
）
、
配
列
箇
所
が
当
を
得
て
い
な
い
と
か
（
三
八
四
・
三
八
五
）
、
肯
け
る
も
の
も
あ
る
が
、
説
明
の
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
考

え
を
す
す
め
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歌
の
配
列
順
序
の
特
徴
、
松
本
本
と
の
相
異
な
ど
、
衆
妙
集
系
統
第
四
類
に
分
類
し
た
理
由
は
既
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
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こ
れ
ら
の
点
を
除
け
ば
、
第
一
類
諸
本
よ
り
は
第
二
類
の
諸
本
に
近
似
し
て
お
り
、
流
布
本
が
第
二
類
よ
り
編
集
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

付

記

最
近
管
見
に
入
っ
た
衆
妙
集
系
統
の
二
本
を
次
に
記
し
て
お
く
。

衆
妙
集

上
（
下
）
家
蔵

縦
二
四
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
六
・0
セ
ン
チ
、
袋
綴
二
冊
本
。
墨
付
上
五
一
丁
、
下
三
七
丁
。
第
一
類
に
属
す
る
。

玄
旨
家
集

衆
妙
集

全

宮
田
正
信
氏
蔵

縦
二
四
・
六
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
八
セ
ン
チ
、
袋
綴
一
冊
本
。
墨
付
五
七
丁
。
題
策
は
改
鼠
し
て
全
と
あ
る
が
、
上
巻
の
み
の
零
本
。
第
四
類
に
属
す
る
。


